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阪神・淡路大震災記念

特集 豪雨災害に備えて
　今号は、夏の豪雨災害に備えて気をつけるポイントをお知らせし、お天気に関する昔話をご紹介します。また、
2008年7月に起きた神戸市の都賀川水難事故後、この経験を記録する活動に取り組まれている地元住民へのイン
タビューも掲載します。

　2011年度資料室企画展「兵庫と水害」では、主に昭和初

期からの兵庫県の水害の歴史を取り上げました。神戸港

開港以降、兵庫県の人口は増加していきました。そして、

人々の居住地を確保するために山林を伐採し、宅地を拡

大していったことにより、大雨による土砂流出などの水

害が起こりました。しかし、人々が協力し合って救援活

動や復旧作業に取り組むことで、まちは復興を遂げてき

ました。同企画展は、このような過去の災害の歴史を紹

介するとともに、都市の発展と災害の関係を振り返る企

画でした。

　しかし、台風や大雨による被害は昔に限られたことではなく、近

年も起き続けています。兵庫県北部などに大きな被害をもたらした

2004年の台風23号、紀伊半島などに大きな被害をもたらした2011年

の台風12号などは記憶に新しいのではないでしょうか。また、2008

年7月、8月、9月には神戸市、石川県金沢市、東京都千代田区、大阪府

枚方市、愛知県岡崎市などで全国的に豪雨災害が発生しました。床

上・床下浸水といった物的被害だけでなく、神戸市や東京都、愛知県

では増水・浸水による死者が出ました。

　気象庁発行の「局地的大雨から身を守るために」によると、積乱雲

（雷雲）によって急に強い雨が降った場合、降った雨が低い場所へ一

気に流れ込むため、十数分で甚大な被害が発生する恐れがあるとい

います。

　①最新の天気予報で、「雷、突風に注意」と出ている、②空を見上げると真っ黒い雲が近づき急に暗くなってき

た、③川の水かさが増え、水が濁ってきた、逆に水かさが急減したなど、いつもと違った様子があれば、早く水辺か

ら離れることが大事です。また、自分が住んでいる地域で過去に水害や土砂災害の被害があったかどうかを日頃

から知っておくことも大事な備えの一つとなります。

阪神大水害後、神戸の市街地が浸水している様子
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 人と防災未来センター 資料室（西館5階）
〒６５１－００７３　兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１－５－２
TEL.078－262－5058　 FAX.078－262－5062
HPアドレス http://www.dri.ne.jp
開 室 時 間 9：30～17：30（展示スペースとは時間が異なりますので、ご注意下さい）

閉 室 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）　12月29日～1月3日

資料室は無料で
ご利用いただけます

　5月15日に人と防災未来センター震災資料専門員が、神
戸大学附属図書館の震災文庫を見学しました。まず、震災
文庫の概要やデジタルアーカイブなどについて、職員の方
からお話を伺いました。その後、実際に資料を閲覧しなが
ら、整理方法や利用基準・震災資料の活用のあり方などに
ついて意見交換をしました。その中で、今後も当センターと
震災文庫と密な連携を図っていくことで意見が一致しました。
　なお、人と防災未来センターの資料室から、震災文庫・
兵 庫 県 立 図 書 館とで 震 災 関 連 資 料 の 横 断 検 索
（http://www.lib.kobe-u.ac.jp/eqb/crosssearch.html)が
可能になっています。例えば、当センターに収蔵されてない
震災資料でも、横断検索により、震災文庫や兵庫県立図書
館に収蔵されているかどうか確認することができます。当
センターの資料室では、震災資料の利活用促進のため、神
戸大学附属図書館、神戸大学地域連携推進室、兵庫県立図
書館と連携しながら横断検索構築の取り組みを進めてきま
した。現時点では、収蔵資料のうち図書資料のみが検索対
象となっていますが、今後も随時更新していく予定です。

5月15日に人と防災未来センター震災資料専門員が、

神戸大学附属図書館震災文庫を訪問

　兵庫県内の中学生が職場体験をするトライ
やるウィークが6月に実施され、神戸市立雲雀
丘中学校、神戸市立筒井台中学校、啓明学院
中学校2年生に資料室業務のお手伝いをして
いただきました。
　震災資料を収蔵庫に運んで整理したり、防
災学習用ワークシートのアイデアを出したり
と、いろいろなお仕事に挑戦してもらいまし
た。自分たちから率先して、とても熱心に仕事
に取り組んでくれました。

庫県内の中学生が職場体験を

トライやるウィークの中学生を受け入れました
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